
(57)【要約】

【課題】カプセル本体からのエコー信号をリアルタイム

に伝送可能で、カプセル本体を極力小さくすることが可

能なカプセル型超音波診断装置を実現する。

【解決手段】カプセル型超音波診断装置１は、体腔内に

送り込まれ、超音波を送受波して目的部位からのエコー

信号を得る超音波振動子２１を有するカプセル本体２と

、体外に設け、カプセル本体２から無線通信により得た

エコー信号を信号処理して超音波画像を生成する超音波

観測装置３と、を具備して構成されている。カプセル本

体２は、超音波振動子２１が得たエコー信号をアナログ

圧縮処理して超音波観測装置３へ無線送信するように構

成されている。更に好ましくは、カプセル本体２は、超

音波振動子２１が得たエコー信号をアナログ圧縮処理後

、超音波観測装置３へ無線送信するように構成されてい

る。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 体 腔 内 に 送 り 込 ま れ 、 超 音 波 を 送 受 波 し て 目 的 部 位 か ら の エ コ ー 信 号 を 得 る 超 音 波 振 動
子 を 有 す る カ プ セ ル 本 体 と 、
　 体 外 に 設 け 、 前 記 カ プ セ ル 本 体 か ら 無 線 通 信 に よ り 得 た エ コ ー 信 号 を 信 号 処 理 し て 超 音
波 画 像 を 生 成 す る 超 音 波 観 測 装 置 と 、
　 を 具 備 し 、
　 前 記 カ プ セ ル 本 体 は 、 前 記 超 音 波 振 動 子 が 得 た エ コ ー 信 号 を ア ナ ロ グ 圧 縮 処 理 し て 前 記
超 音 波 観 測 装 置 へ 無 線 送 信 す る こ と を 特 徴 と す る カ プ セ ル 型 超 音 波 診 断 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 カ プ セ ル 本 体 は 、 前 記 超 音 波 振 動 子 が 得 た エ コ ー 信 号 を 前 記 ア ナ ロ グ 圧 縮 処 理 後 、
前 記 超 音 波 観 測 装 置 へ 無 線 送 信 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の カ プ セ ル 型 超 音 波
診 断 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 カ プ セ ル 本 体 は 、 前 記 超 音 波 振 動 子 が 得 た エ コ ー 信 号 を 前 記 ア ナ ロ グ 圧 縮 処 理 後 、
信 号 処 理 し て 前 記 超 音 波 観 測 装 置 へ 無 線 送 信 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の カ プ
セ ル 型 超 音 波 診 断 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 生 体 内 に お い て 、 超 音 波 を 送 受 波 し て 得 た エ コ ー 信 号 に 基 づ き 、 超 音 波 画 像
を 生 成 す る カ プ セ ル 型 超 音 波 診 断 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 超 音 波 診 断 装 置 は 、 広 く 用 い ら れ て い る 。 超 音 波 診 断 装 置 は 、 例 え ば 、 超 音 波 内
視 鏡 と 超 音 波 観 測 装 置 と を 有 し て 構 成 さ れ て い る 。 上 記 超 音 波 内 視 鏡 は 、 体 腔 内 に 挿 入 可
能 な 挿 入 部 の 先 端 に 超 音 波 振 動 子 を 有 し て い る 。 上 記 超 音 波 観 測 装 置 は 、 上 記 超 音 波 内 視
鏡 の 超 音 波 振 動 子 か ら 得 ら れ た エ コ ー 信 号 を 信 号 処 理 し て モ ニ タ に 画 像 表 示 さ せ る よ う に
な っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 上 記 従 来 の 超 音 波 診 断 装 置 は 、 上 記 超 音 波 内 視 鏡 と 上 記 超 音 波 観 測 装 置 と を 超 音 波 コ ー
ド に よ り 接 続 さ れ て い る 。 こ の た め 、 検 査 室 の 各 ベ ッ ド サ イ ド に 超 音 波 診 断 装 置 が 設 置 さ
れ て い る 病 院 で は 、 超 音 波 検 査 を 行 う 際 に 、 超 音 波 観 測 装 置 を 各 ベ ッ ド に 移 動 さ せ る 必 要
が あ り 、 ま た 、 配 線 も 取 り 替 え る 必 要 が あ っ た 。 　
　 こ の た め 、 上 記 従 来 の 超 音 波 診 断 装 置 は 、 例 え ば 、 特 開 ２ ０ ０ ３ － ２ ６ ５ ４ ６ ８ 号 公 報
や 特 開 ２ ０ ０ ２ － １ ５ ２ ３ １ ４ 号 公 報 に 記 載 さ れ て い る よ う に 超 音 波 振 動 子 で 得 た 超 音 波
エ コ ー 信 号 を 無 線 通 信 に よ り 伝 送 す る 装 置 が 提 案 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 上 記 特 開 ２ ０ ０ ３ － ２ ６ ５ ４ ６ ８ 号 公 報 に 記 載 の 超 音 波 診 断 装 置 は 、 超 音 波 振 動 子 か ら
得 ら れ た エ コ ー 信 号 を デ ジ タ ル 変 換 処 理 後 、 信 号 処 理 し て 例 え ば Ｂ ｌ ｕ ｅ ｔ ｏ ｏ ｔ ｈ 等 汎
用 の 無 線 通 信 規 格 に 基 づ く 通 信 手 段 に よ り 超 音 波 観 測 装 置 へ 無 線 送 信 す る よ う に な っ て い
る 。 　
　 一 方 、 上 記 特 開 ２ ０ ０ ２ － １ ５ ２ ３ １ ４ 号 公 報 に 記 載 の 超 音 波 診 断 装 置 は 、 超 音 波 振 動
子 か ら 得 ら れ た エ コ ー 信 号 を ア ナ ロ グ 信 号 の ま ま 増 幅 し た 後 、 誤 検 出 が 可 能 な よ う に 信 号
処 理 し て 逓 倍 化 信 号 を 生 成 し 超 音 波 観 測 装 置 へ 無 線 送 信 す る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 と こ ろ で 、 最 近 、 カ プ セ ル 型 医 療 装 置 は 、 使 用 さ れ る 状 況 に な っ て 来 て い る 。 カ プ セ ル
型 医 療 装 置 は 、 カ プ セ ル 本 体 を 備 え て い る 。 カ プ セ ル 本 体 は 、 被 験 者 が 飲 み 込 み 易 い よ う
に 形 成 さ れ て い る 。 カ プ セ ル 本 体 は 、 患 者 の 口 腔 か ら 飲 み 込 ま れ る こ と に よ り 体 腔 内 に 送
り 込 ま れ る 。 カ プ セ ル 本 体 は 、 小 腸 近 傍 等 、 細 長 な 挿 入 部 を 有 す る 内 視 鏡 で も 到 達 が 困 難
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で あ っ た 体 腔 内 深 部 へ 容 易 に 到 達 し て 観 察 ・ 診 断 も し く は 処 置 等 の 医 療 行 為 が 可 能 で あ る
。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 こ の よ う な 従 来 の カ プ セ ル 型 医 療 装 置 の 中 に は 、 カ プ セ ル 型 超 音 波 診 断 装 置 が あ る 。 こ
の カ プ セ ル 型 超 音 波 診 断 装 置 は 、 上 記 カ プ セ ル 本 体 内 に 上 記 超 音 波 振 動 子 を 設 け て い る 。
　
　 従 っ て 、 上 記 従 来 の カ プ セ ル 型 超 音 波 診 断 装 置 は 、 上 記 カ プ セ ル 本 体 を 患 者 の 口 腔 か ら
飲 み 込 ま れ る こ と に よ り 体 腔 内 に 送 り 込 ま れ 、 通 常 の 超 音 波 内 視 鏡 の 挿 入 部 が 挿 入 困 難 な
部 位 に お い て 、 超 音 波 画 像 を 取 得 可 能 で あ る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ３ － ２ ６ ５ ４ ６ ８ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ ２ － １ ５ ２ ３ １ ４ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 し か し な が ら 、 上 記 従 来 の カ プ セ ル 型 超 音 波 診 断 装 置 は 、 上 記 超 音 波 内 視 鏡 を 用 い る 従
来 の 超 音 波 診 断 装 置 と 同 様 に エ コ ー 信 号 を 無 線 送 信 す る よ う に 構 成 す る と 以 下 に 記 載 す る
よ う な 問 題 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 例 え ば 、 上 記 特 開 ２ ０ ０ ３ － ２ ６ ５ ４ ６ ８ 号 公 報 に 記 載 の 超 音 波 診 断 装 置 は 、 デ ジ タ ル
信 号 処 理 後 、 デ ジ タ ル 圧 縮 処 理 を 行 っ て 超 音 波 観 測 装 置 へ 無 線 送 信 し て い る 。 　
　 こ の た め 、 上 記 従 来 の カ プ セ ル 型 超 音 波 診 断 装 置 は 、 デ ジ タ ル 圧 縮 機 能 を デ ジ タ ル 信 号
処 理 回 路 に 追 加 す る 分 、 カ プ セ ル 本 体 が 大 型 化 し て し ま い 、 カ プ セ ル 化 が 困 難 と な る 。 　
　 ま た 、 上 記 デ ジ タ ル 圧 縮 は 、 圧 縮 す る べ き デ ー タ 量 が 多 く な る の で 、 圧 縮 処 理 に 時 間 が
か か る 。 こ の た め 、 上 記 従 来 の カ プ セ ル 型 超 音 波 診 断 装 置 は 、 カ プ セ ル 本 体 か ら の エ コ ー
信 号 を リ ア ル タ イ ム に 伝 送 す る こ と が 困 難 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 一 方 、 上 記 特 開 ２ ０ ０ ２ － １ ５ ２ ３ １ ４ 号 公 報 に 記 載 の 超 音 波 診 断 装 置 は 、 エ コ ー 信 号
を ア ナ ロ グ 信 号 の ま ま 信 号 処 理 し て 圧 縮 処 理 を 行 う こ と な く 超 音 波 観 測 装 置 へ 無 線 送 信 し
て い る 。 　
　 こ こ で 、 上 記 超 音 波 振 動 子 か ら 得 ら れ る ア ナ ロ グ エ コ ー 信 号 に は 、 非 常 に 微 弱 な 信 号 が
含 ま れ 、 こ の 微 弱 な エ コ ー 信 号 を 無 線 送 信 す る の が 非 常 に 困 難 で あ る 。 ま た 、 上 記 微 弱 な
エ コ ー 信 号 を 送 信 可 能 と す る た め に は 、 送 信 出 力 （ パ ワ ー ） を 大 き く す る 必 要 が あ る 。 　
　 こ の た め 、 上 記 従 来 の カ プ セ ル 型 超 音 波 診 断 装 置 は 、 上 記 微 弱 な エ コ ー 信 号 を 送 信 可 能
と す る た め に 送 信 出 力 （ パ ワ ー ） を 大 き く す る よ う な 機 構 を 設 け る と 、 カ プ セ ル 本 体 が 大
型 化 し て し ま い 、 カ プ セ ル 化 が 困 難 と な る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 は 、 上 記 事 情 に 鑑 み て な さ れ た も の で 、 カ プ セ ル 本 体 か ら の エ コ ー 信 号 を リ ア ル
タ イ ム に 伝 送 可 能 で 、 カ プ セ ル 本 体 を 極 力 小 さ く す る こ と が 可 能 な カ プ セ ル 型 超 音 波 診 断
装 置 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 に よ る カ プ セ ル 型 超 音 波 診 断 装 置 は 、 体 腔 内 に 送 り 込 ま れ 、 超 音 波 を 送 受 波 し て
目 的 部 位 か ら の エ コ ー 信 号 を 得 る 超 音 波 振 動 子 を 有 す る カ プ セ ル 本 体 と 、 体 外 に 設 け 、 前
記 カ プ セ ル 本 体 か ら 無 線 通 信 に よ り 得 た エ コ ー 信 号 を 信 号 処 理 し て 超 音 波 画 像 を 生 成 す る
超 音 波 観 測 装 置 と 、 を 具 備 し 、 前 記 カ プ セ ル 本 体 は 、 前 記 超 音 波 振 動 子 が 得 た エ コ ー 信 号
を ア ナ ロ グ 圧 縮 処 理 し て 前 記 超 音 波 観 測 装 置 へ 無 線 送 信 す る こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 の カ プ セ ル 型 超 音 波 診 断 装 置 は 、 カ プ セ ル 本 体 か ら の エ コ ー 信 号 を リ ア ル タ イ ム
に 伝 送 す る こ と が で き 、 カ プ セ ル 本 体 を 極 力 小 さ く す る こ と が で き る と い う 効 果 を 有 す る
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。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 以 下 、 図 面 を 参 照 し て 本 発 明 の 実 施 例 を 説 明 す る 。
【 実 施 例 １ 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 図 １ な い し 図 ６ は 本 発 明 の 実 施 例 １ に 係 わ り 、 図 １ は 実 施 例 １ の カ プ セ ル 型 超 音 波 診 断
装 置 を 示 す 全 体 構 成 図 、 図 ２ は 図 １ の カ プ セ ル 側 送 信 部 の 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 、 図 ３ は
図 １ の 装 置 側 受 信 部 の 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 、 図 ４ は 図 １ の 装 置 側 信 号 処 理 部 の 構 成 を 示
す ブ ロ ッ ク 図 、 図 ５ は 図 １ の カ プ セ ル 側 信 号 処 理 部 の 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 、 図 ６ は 図 ５
の カ プ セ ル 側 信 号 処 理 部 が 行 う 圧 縮 処 理 を 示 す グ ラ フ で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 図 １ に 示 す よ う に 本 発 明 の 実 施 例 １ の カ プ セ ル 型 超 音 波 診 断 装 置 １ は 、 カ プ セ ル 本 体 ２
と 、 体 外 に 設 け た 超 音 波 観 測 装 置 ３ と を 有 し て 構 成 さ れ て い る 。 　
　 前 記 カ プ セ ル 本 体 ２ は 、 患 者 の 口 腔 か ら 飲 み 込 ま れ る こ と に よ り 体 腔 内 に 送 り 込 ま れ 、
前 記 超 音 波 観 測 装 置 ３ と 通 信 し て 体 腔 内 の 目 的 部 位 に お い て 超 音 波 を 送 受 波 し て 超 音 波 画
像 を 得 る よ う に 構 成 し て い る 。 　
　 前 記 カ プ セ ル 本 体 ２ は 、 超 音 波 部 １ １ と 、 カ プ セ ル 側 信 号 処 理 部 １ ２ と 、 カ プ セ ル 内 電
源 部 １ ３ と 、 カ プ セ ル 側 制 御 部 １ ４ と 、 カ プ セ ル 側 送 信 部 １ ５ と 、 カ プ セ ル 側 ア ン テ ナ １
６ と を 有 し て 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 前 記 超 音 波 部 １ １ は 、 超 音 波 を 送 波 し 、 反 射 し て き た 超 音 波 エ コ ー を 受 波 す る 超 音 波 振
動 子 ２ １ を 有 し て い る 。 こ の 超 音 波 部 １ １ は 、 前 記 超 音 波 振 動 子 ２ １ を 回 転 駆 動 す る モ ー
タ 等 の 回 転 駆 動 部 ２ ２ が 設 け ら れ て い る 。 尚 、 前 記 回 転 駆 動 部 ２ ２ に は 、 図 示 し な い エ ン
コ ー ダ 等 の 回 転 検 知 部 を 備 え 、 こ の エ ン コ ー ダ に よ り 検 知 し た 回 転 情 報 を 超 音 波 観 測 装 置
３ に 送 信 す る よ う に な っ て い る 。 ま た 、 前 記 超 音 波 部 １ １ は 、 図 示 し な い が 超 音 波 振 動 子
２ １ の 周 囲 が 流 動 パ ラ フ ィ ン 等 の 超 音 波 伝 達 媒 体 で 満 た さ れ る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 前 記 カ プ セ ル 側 信 号 処 理 部 １ ２ は 、 前 記 超 音 波 部 １ １ の 超 音 波 振 動 子 ２ １ か ら の 超 音 波
エ コ ー 信 号 を 信 号 処 理 し て 前 記 カ プ セ ル 側 制 御 部 １ ４ へ 出 力 す る よ う に な っ て い る 。 尚 、
こ の カ プ セ ル 側 信 号 処 理 部 １ ２ は 、 後 述 す る よ う に 超 音 波 エ コ ー 信 号 に 対 し て ア ナ ロ グ 圧
縮 処 理 を 行 う よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 前 記 カ プ セ ル 側 制 御 部 １ ４ は 、 前 記 超 音 波 部 １ １ の 超 音 波 振 動 子 ２ １ を 駆 動 す る た め の
超 音 波 駆 動 信 号 を 出 力 し て こ の 超 音 波 振 動 子 ２ １ を 駆 動 し 、 前 記 カ プ セ ル 側 信 号 処 理 部 １
２ を 介 し て 超 音 波 振 動 子 ２ １ か ら の 超 音 波 エ コ ー 信 号 を 読 み 出 す よ う に な っ て い る 。 　
　 ま た 、 前 記 カ プ セ ル 側 制 御 部 １ ４ は 、 前 記 超 音 波 振 動 子 ２ １ の 送 受 波 タ イ ミ ン グ と 同 期
し て 前 記 回 転 駆 動 部 ２ ２ を 駆 動 す る た め の 駆 動 信 号 を 出 力 す る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 こ れ に よ り 、 カ プ セ ル 本 体 ２ は 、 前 記 回 転 駆 動 部 ２ ２ が 超 音 波 振 動 子 ２ １ を 前 記 カ プ セ
ル 本 体 ２ の 長 手 中 心 軸 に 対 し て 垂 直 な 方 向 で あ る ラ ジ ア ル 方 向 に 回 転 駆 動 す る よ う に な っ
て い る 。 即 ち 、 カ プ セ ル 本 体 ２ は 、 長 手 中 心 軸 に 対 し て 垂 直 な 向 き の 超 音 波 断 層 画 像 を 得
る ラ ジ ア ル 走 査 が 行 わ れ る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 前 記 カ プ セ ル 内 電 源 部 １ ３ は 、 前 記 カ プ セ ル 側 制 御 部 １ ４ を 介 し て 前 記 カ プ セ ル 本 体 ２
内 の 各 部 へ 電 源 電 力 を 供 給 す る バ ッ テ リ を 有 し て 構 成 さ れ て い る 。 　
　 前 記 カ プ セ ル 側 送 信 部 １ ５ は 、 前 記 カ プ セ ル 側 制 御 部 １ ４ を 介 し て 、 例 え ば 前 記 カ プ セ
ル 側 信 号 処 理 部 １ ２ か ら の 画 像 信 号 等 の 信 号 を 所 定 の 周 波 数 の 搬 送 波 （ キ ャ リ ア 信 号 ） に
よ り 変 調 し 、 前 記 カ プ セ ル 側 ア ン テ ナ １ ６ か ら 電 波 と し て 発 信 す る よ う に な っ て い る 。 　
　 尚 、 本 実 施 例 で は 、 後 述 す る よ う に Ｈ Ｆ （  High Frequency ） 帯 域 の 周 波 数 に よ り 動 画
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像 通 信 を 行 う よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 一 方 、 前 記 超 音 波 観 測 装 置 ３ は 、 装 置 側 ア ン テ ナ ３ １ と 、 装 置 側 受 信 部 ３ ２ と 、 装 置 側
信 号 処 理 部 ３ ３ と 、 装 置 側 制 御 部 ３ ４ と 、 画 像 処 理 部 ３ ５ と 、 モ ニ タ ３ ６ と 、 操 作 入 力 部
３ ７ と 、 装 置 内 電 源 部 ３ ８ と を 有 し て 構 成 さ れ て い る 。 　
　 前 記 装 置 側 ア ン テ ナ ３ １ は 、 前 記 カ プ セ ル 本 体 ２ と 無 線 通 信 を 行 う よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 前 記 装 置 側 受 信 部 ３ ２ は 、 前 記 装 置 側 ア ン テ ナ ３ １ に よ り 受 信 し た 前 記 カ プ セ ル 本 体 ２
か ら の 電 波 の 搬 送 波 （ キ ャ リ ア 信 号 ） を 選 択 的 に 抽 出 し 、 検 波 等 し て 画 像 信 号 等 の 信 号 を
復 調 し て 前 記 装 置 側 信 号 処 理 部 ３ ３ へ 出 力 す る よ う に な っ て い る 。 　
　 前 記 装 置 側 信 号 処 理 部 ３ ３ は 、 前 記 装 置 側 受 信 部 ３ ２ か ら の 画 像 信 号 等 の 信 号 を 信 号 処
理 し て 前 記 装 置 側 制 御 部 ３ ４ へ 出 力 す る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 前 記 画 像 処 理 部 ３ ５ は 、 前 記 装 置 側 制 御 部 ３ ４ を 介 し て 入 力 さ れ る 画 像 信 号 を 画 像 処 理
し て 標 準 的 な 映 像 信 号 を 生 成 す る よ う に な っ て い る 。 こ の 画 像 処 理 部 ３ ５ は 、 生 成 し た 映
像 信 号 を 前 記 モ ニ タ ３ ６ に 出 力 し て こ の モ ニ タ ３ ６ の 表 示 画 面 に 前 記 カ プ セ ル 本 体 ２ か ら
の 超 音 波 画 像 を 表 示 す る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 前 記 装 置 側 制 御 部 ３ ４ は 、 キ ー ボ ー ド や マ ウ ス 等 の 操 作 入 力 部 ３ ７ が 接 続 さ れ て お り 、
こ の 操 作 入 力 部 ３ ７ か ら 入 力 さ れ る 操 作 情 報 に 基 づ き 、 前 記 画 像 処 理 部 ３ ５ を 制 御 し て 操
作 者 の 所 望 す る よ う な 画 像 処 理 を 施 す よ う に な っ て い る 。 　
　 尚 、 本 実 施 例 で は 、 後 述 す る よ う に 前 記 カ プ セ ル 本 体 ２ に よ り 超 音 波 エ コ ー 信 号 が 圧 縮
処 理 さ れ て 送 信 さ れ る た め 、 こ の 圧 縮 さ れ た 超 音 波 エ コ ー 信 号 を 装 置 側 制 御 部 ３ ４ が 伸 張
処 理 す る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 前 記 装 置 内 電 源 部 ３ ８ は 、 前 記 装 置 側 制 御 部 ３ ４ を 介 し て 商 用 電 源 か ら の 電 源 電 力 を 各
構 成 部 等 へ 供 給 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 尚 、 装 置 内 電 源 部 ３ ８ は 、 図 示 し な い バ ッ テ
リ を 有 し て 構 成 さ れ て い て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 次 に 、 図 ２ を 参 照 し て カ プ セ ル 側 送 信 部 １ ５ の 構 成 を 説 明 す る 。 　
　 図 ２ に 示 す よ う に 前 記 カ プ セ ル 側 送 信 部 １ ５ は 、 変 調 部 ４ １ と 、 電 力 増 幅 部 ４ ２ と 、 同
調 部 ４ ３ と を 有 し て 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 前 記 変 調 部 ４ １ は 、 前 記 装 置 側 信 号 処 理 部 ３ ３ か ら の ア ナ ロ グ 信 号 に 対 し て Ａ Ｍ （  Amp
litude Modulation ） ， Ｆ Ｍ （  Frequency Modulation ） ， Ｐ Ｍ （  Phase Modulation ）
等 の ア ナ ロ グ 変 調 を 施 す よ う に な っ て い る 。 　
　 ま た 、 前 記 変 調 部 ４ １ は 、 前 記 装 置 側 信 号 処 理 部 ３ ３ か ら の ア ナ ロ グ 信 号 に 対 し て Ｈ Ｆ
帯 域 （ ３ Ｍ Ｈ ｚ ～ ３ ０ Ｍ Ｈ ｚ ） の 周 波 数 と な る よ う な 搬 送 波 （ キ ャ リ ア 信 号 ） を 発 生 し て
こ の 搬 送 波 （ キ ャ リ ア 信 号 ） に 前 記 ア ナ ロ グ 信 号 を 加 算 す る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 こ こ で 、 従 来 か ら の 無 線 技 術 （ Ｂ ｌ ｕ ｅ ｔ ｏ ｏ ｔ ｈ 、 無 線 Ｌ Ａ Ｎ ） に お い て は 通 信 速 度
が 足 り ず 、 動 画 像 が 送 れ な い 。 　
　 ま た 、 Ｕ Ｈ Ｆ （  Ultra-High Frequency ） 帯 域 以 上 （ ３ ０ ０ Ｍ Ｈ ｚ ～ ） で は 、 キ ャ リ ア
周 波 数 が 高 い た め 、 減 衰 し て 人 体 （ 水 中 ） 内 部 － 外 部 間 通 信 の 距 離 が 数 ｃ ｍ と 極 端 に 短 い
（ 通 信 距 離 は 周 波 数 に 反 比 例 す る ） 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 こ れ ら に 対 し て Ｈ Ｆ 帯 域 で は 、 人 体 （ 水 中 ） 内 部 － 外 部 間 通 信 の 距 離 が 数 十 ｃ ｍ 以 上 で
あ る 。 　
　 こ れ に よ り 、 カ プ セ ル 本 体 ２ は 、 数 十 ｃ ｍ 以 上 の 距 離 で ア ナ ロ グ 信 号 を リ ア ル タ イ ム 伝
送 し て 動 画 像 通 信 （ VGA（  Video Graphics Array ） サ イ ズ 　 ３ ０ ｆ ／ ｓ ） を 行 う こ と が
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で き る 。 尚 、 VGAサ イ ズ は 、 640x480 Pixelで あ る 。 ま た 、 ｆ ／ ｓ は 、 １ 秒 間 当 た り の フ レ
ー ム 数 の 単 位 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 前 記 電 力 増 幅 部 ４ ２ （ パ ワ ー ア ン プ ） は 、 前 記 変 調 部 ４ １ に よ り 変 調 さ れ た 信 号 に 対 し
、 前 記 カ プ セ ル 側 ア ン テ ナ １ ６ で 送 信 す る た め の 電 力 増 幅 を 行 う よ う に な っ て い る 。 　
　 前 記 同 調 部 ４ ３ は 、 前 記 電 力 増 幅 部 ４ ２ に よ り 電 力 増 幅 さ れ た 信 号 に 対 し 、 前 記 カ プ セ
ル 側 ア ン テ ナ １ ６ と の イ ン ピ ー ダ ン ス マ ッ チ ン グ を 取 っ て 同 調 を 行 う よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 次 に 、 図 ３ を 参 照 し て 装 置 側 受 信 部 ３ ２ に つ い て 説 明 す る 。 　
　 図 ３ に 示 す よ う に 前 記 装 置 側 受 信 部 ３ ２ は 、 信 号 増 幅 部 ４ ４ と 、 フ ィ ル タ ４ ５ と 、 復 調
部 ４ ６ と を 有 し て 構 成 さ れ て い る 。 　
　 前 記 信 号 増 幅 部 ４ ４ は 、 例 え ば 、 低 雑 音 増 幅 器 （ Ｌ Ｎ Ａ ：  Low Noise Amplifier ） に
よ り 構 成 さ れ て い る 。 前 記 信 号 増 幅 部 ４ ４ は 、 前 記 装 置 側 ア ン テ ナ ３ １ に よ り 受 信 し た 前
記 カ プ セ ル 本 体 ２ か ら の 電 波 に 対 し て 目 的 の 周 波 数 帯 （ Ｈ Ｆ 帯 域 ） を 効 率 良 く 増 幅 し て 搬
送 波 （ キ ャ リ ア 信 号 ） を 抽 出 す る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 前 記 フ ィ ル タ ４ ５ は 、 所 定 範 囲 の 周 波 数 信 号 （ Ｈ Ｆ 帯 域 ） だ け を 通 過 さ せ 、 そ れ 以 外 の
周 波 数 信 号 を 減 衰 す る Ｂ Ｐ Ｆ （  Band-Pass Filter ） に よ り 形 成 さ れ て い る 。 前 記 フ ィ ル
タ ４ ５ は 、 前 記 信 号 増 幅 部 ４ ４ が 抽 出 し た 搬 送 波 （ キ ャ リ ア 信 号 ） に 対 し て 目 的 の 信 号 帯
域 （ Ｈ Ｆ 帯 域 ） を 取 り 出 す よ う に な っ て い る 。 　
　 前 記 復 調 部 ４ ６ は 、 前 記 フ ィ ル タ ４ ５ に よ り 取 り 出 し た 信 号 に 対 し て 検 波 等 し て 搬 送 波
（ キ ャ リ ア 信 号 ） を 除 去 し 、 画 像 信 号 等 の 信 号 を 復 調 す る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 次 に 、 図 ４ を 参 照 し て 装 置 側 信 号 処 理 部 ３ ３ の 構 成 を 説 明 す る 。 　
　 図 ４ に 示 す よ う に 装 置 側 信 号 処 理 部 ３ ３ は 、 Ａ ／ Ｄ 変 換 器 ４ ７ と 、 Ｓ ／ Ｐ 変 換 器 ４ ８ と
を 有 し て 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 前 記 Ａ ／ Ｄ 変 換 器 ４ ７ は 、 前 記 装 置 側 受 信 部 ３ ２ に よ り 復 調 し た 画 像 信 号 等 の ア ナ ロ グ
信 号 を デ ジ タ ル 信 号 に 変 換 す る よ う に な っ て い る 。 　
　 前 記 Ｓ ／ Ｐ 変 換 器 ４ ８ は 、 前 記 Ａ ／ Ｄ 変 換 器 ４ ７ に よ り デ ジ タ ル 変 換 さ れ た シ リ ア ル 信
号 を パ ラ レ ル 信 号 に 変 換 す る 、 シ リ ア ル － パ ラ レ ル 変 換 処 理 を 行 う よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 次 に 、 図 ５ を 参 照 し て カ プ セ ル 側 信 号 処 理 部 １ ２ の 構 成 を 説 明 す る 。 　
　 図 ５ に 示 す よ う に カ プ セ ル 側 信 号 処 理 部 １ ２ は 、 ア ン プ ５ １ と 、 フ ィ ル タ ５ ２ と 、 圧 縮
処 理 部 ５ ３ と を 有 し て 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 前 記 ア ン プ ５ １ は 、 前 記 超 音 波 部 １ １ の 前 記 超 音 波 振 動 子 ２ １ か ら の 超 音 波 エ コ ー 信 号
を 増 幅 す る よ う に な っ て い る 。 　
　 前 記 フ ィ ル タ ５ ２ は 、 高 帯 域 の 周 波 数 信 号 を 除 去 す る Ｌ Ｐ Ｆ （  Low-Pass Filter ） に
よ り 形 成 さ れ て い る 。 前 記 フ ィ ル タ ５ ２ は 、 前 記 ア ン プ ５ １ に よ り 増 幅 さ れ た 前 記 超 音 波
エ コ ー 信 号 に 対 し て 高 帯 域 の 周 波 数 信 号 を 除 去 し て そ れ 以 外 の 周 波 数 成 分 を 取 り 出 す よ う
に な っ て い る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 前 記 圧 縮 処 理 部 ５ ３ は 、 前 記 フ ィ ル タ ５ ２ に よ り 取 り 出 さ れ た 信 号 を ア ナ ロ グ 圧 縮 処 理
す る よ う に な っ て い る 。 本 実 施 例 で は 、 ア ナ ロ グ 圧 縮 処 理 と し て 対 数 圧 縮 処 理 を 行 う よ う
に な っ て い る 。 　
　 こ の 対 数 圧 縮 処 理 は 、 例 え ば 、 図 ６ に 示 す よ う に 入 力 ０ ． ０ ０ ０ １ 振 幅 （ Ｖ ） を 出 力 １
振 幅 （ Ｖ ） と し た 場 合 、 ０ ． ０ ０ １ 振 幅 （ Ｖ ） が 出 力 ２ 振 幅 （ Ｖ ） と な る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 こ れ に よ り 、 前 記 圧 縮 処 理 部 ５ ３ は 、 非 常 に 微 弱 な 信 号 が 含 ま れ る 超 音 波 エ コ ー 信 号 を
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対 数 圧 縮 す る こ と に よ り 、 取 り こ ぼ す こ と な く ア ナ ロ グ 圧 縮 処 理 す る こ と が 可 能 と な る 。
　
　 尚 、 超 音 波 観 測 装 置 ３ は 、 前 記 装 置 側 信 号 処 理 部 ３ ３ に よ り 信 号 処 理 し た 信 号 を 前 記 装
置 側 制 御 部 ３ ４ に よ り ア ナ ロ グ 伸 張 処 理 し て 前 記 画 像 処 理 部 ３ ５ へ 出 力 す る よ う に な っ て
い る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 こ の よ う に 構 成 さ れ て い る カ プ セ ル 型 超 音 波 診 断 装 置 １ は 、 被 験 者 に よ り カ プ セ ル 本 体
２ が 飲 み 込 ま れ て 超 音 波 観 測 が 行 わ れ る 。 　
　 前 記 カ プ セ ル 型 超 音 波 診 断 装 置 １ は 、 体 腔 内 に お い て 前 記 カ プ セ ル 本 体 ２ が カ プ セ ル 内
電 源 部 １ ３ を 電 力 供 給 状 態 に す る と 、 超 音 波 観 測 を 開 始 す る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 前 記 カ プ セ ル 本 体 ２ は 、 前 記 カ プ セ ル 側 制 御 部 １ ４ か ら 超 音 波 駆 動 信 号 を 出 力 さ れ て 超
音 波 振 動 子 ２ １ を 駆 動 し 、 目 的 部 位 に 対 し て 超 音 波 パ ル ス を 送 受 波 す る 。 　
　 と 同 時 に 、 カ プ セ ル 本 体 ２ は 、 前 記 カ プ セ ル 側 制 御 部 １ ４ か ら 駆 動 信 号 を 出 力 さ れ て 超
音 波 部 １ １ の 回 転 駆 動 部 ２ ２ が 駆 動 し て 超 音 波 振 動 子 ２ １ を 回 転 駆 動 す る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 こ れ に よ り 、 カ プ セ ル 本 体 ２ は 、 超 音 波 振 動 子 ２ １ が 超 音 波 パ ル ス を 送 受 波 し て ラ ジ ア
ル 走 査 を 行 い 、 生 体 組 織 か ら の 超 音 波 エ コ ー 信 号 を 得 る 。 　
　 こ の 超 音 波 エ コ ー 信 号 は 、 カ プ セ ル 側 信 号 処 理 部 １ ２ に よ り 信 号 処 理 さ れ て カ プ セ ル 側
制 御 部 １ ４ を 介 し て カ プ セ ル 側 送 信 部 １ ５ に よ り 所 定 の 周 波 数 の 搬 送 波 （ キ ャ リ ア 信 号 ）
に よ り 変 調 さ れ 、 前 記 カ プ セ ル 側 ア ン テ ナ １ ６ か ら 電 波 と し て 発 信 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 こ こ で 、 カ プ セ ル 側 信 号 処 理 部 １ ２ は 、 超 音 波 エ コ ー 信 号 に 対 し て 前 記 ア ン プ ５ １ に よ
り 増 幅 し 、 前 記 フ ィ ル タ ５ ２ に よ り 高 帯 域 の 周 波 数 信 号 を 除 去 し 、 前 記 圧 縮 処 理 部 ５ ３ に
て 上 述 し た 対 数 圧 縮 処 理 を 行 う 。 　
　 こ れ に よ り 、 カ プ セ ル 本 体 ２ は 、 非 常 に 微 弱 な 信 号 が 含 ま れ る 超 音 波 エ コ ー 信 号 を 対 数
圧 縮 す る こ と に よ り 、 取 り こ ぼ す こ と な く ア ナ ロ グ 圧 縮 処 理 が 行 え 、 超 音 波 観 測 装 置 ３ へ
リ ア ル タ イ ム に 伝 送 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 カ プ セ ル 側 送 信 部 １ ５ は 、 対 数 圧 縮 処 理 さ れ た 超 音 波 エ コ ー 信 号 に 対 し て 前 記 変 調 部 ４
１ に よ り 変 調 し 、 前 記 電 力 増 幅 部 ４ ２ に よ り 電 力 増 幅 し 、 前 記 同 調 部 ４ ３ に よ り 同 調 し て
カ プ セ ル 側 ア ン テ ナ １ ６ に よ り Ｈ Ｆ 帯 域 の 電 波 と し て 発 信 す る 。 　
　 前 記 超 音 波 観 測 装 置 ３ は 、 前 記 カ プ セ ル 本 体 ２ か ら の 電 波 を 前 記 装 置 側 ア ン テ ナ ３ １ か
ら 受 信 し て 前 記 装 置 側 受 信 部 ３ ２ に よ り 受 信 処 理 す る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 こ こ で 、 装 置 側 受 信 部 ３ ２ は 、 前 記 装 置 側 ア ン テ ナ ３ １ か ら 受 信 し た 信 号 に 対 し て 前 記
信 号 増 幅 部 ４ ４ に よ り 目 的 の 周 波 数 帯 （ Ｈ Ｆ 帯 域 ） を 効 率 良 く 増 幅 し て 搬 送 波 （ キ ャ リ ア
信 号 ） を 抽 出 し 、 前 記 フ ィ ル タ ４ ５ に よ り 抽 出 し た 搬 送 波 （ キ ャ リ ア 信 号 ） に 対 し て 目 的
の 信 号 帯 域 （ Ｈ Ｆ 帯 域 ） を 取 り 出 し 、 前 記 復 調 部 ４ ６ に よ り 取 り 出 し た 信 号 に 対 し て 検 波
等 し て 搬 送 波 （ キ ャ リ ア 信 号 ） を 除 去 し 、 画 像 信 号 等 の 信 号 を 復 調 す る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 そ し て 、 装 置 側 受 信 部 ３ ２ か ら の 信 号 は 、 前 記 装 置 側 信 号 処 理 部 ３ ３ に よ り 信 号 処 理 さ
れ る 。 　
　 前 記 装 置 側 信 号 処 理 部 ３ ３ は 、 前 記 Ａ ／ Ｄ 変 換 器 ４ ７ に よ り 復 調 し た 画 像 信 号 等 の ア ナ
ロ グ を デ ジ タ ル 信 号 に 変 換 し 、 前 記 Ｓ ／ Ｐ 変 換 器 ４ ８ に よ り デ ジ タ ル 変 換 さ れ た シ リ ア ル
信 号 を パ ラ レ ル 信 号 に 変 換 し て 前 記 装 置 側 制 御 部 ３ ４ に 出 力 す る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 前 記 装 置 側 制 御 部 ３ ４ は 、 前 記 装 置 側 信 号 処 理 部 ３ ３ に よ り 信 号 処 理 し た 信 号 を ア ナ ロ
グ 伸 張 処 理 し て 前 記 画 像 処 理 部 ３ ５ へ 出 力 す る 。 更 に 、 前 記 装 置 側 制 御 部 ３ ４ は 、 前 記 操
作 入 力 部 ３ ７ か ら 入 力 さ れ る 操 作 情 報 に 基 づ き 、 前 記 画 像 処 理 部 ３ ５ を 制 御 し て 操 作 者 の
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所 望 す る よ う な 画 像 処 理 を 施 す 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 前 記 画 像 処 理 部 ３ ５ は 、 前 記 装 置 側 制 御 部 ３ ４ を 介 し て 入 力 さ れ る 画 像 信 号 を 画 像 処 理
し て 標 準 的 な 映 像 信 号 を 生 成 し 、 こ の 生 成 し た 映 像 信 号 を 前 記 モ ニ タ ３ ６ に 出 力 し て こ の
表 示 画 面 に 前 記 カ プ セ ル 本 体 ２ か ら の 超 音 波 画 像 を 表 示 さ せ る 。 　
　 こ の 結 果 、 実 施 例 １ の カ プ セ ル 型 超 音 波 診 断 装 置 １ は 、 超 音 波 エ コ ー 信 号 を ア ナ ロ グ 信
号 の ま ま 圧 縮 処 理 で き る の で 処 理 時 間 が 短 縮 で き 、 カ プ セ ル 本 体 ２ か ら の エ コ ー 信 号 を リ
ア ル タ イ ム に 伝 送 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 ま た 、 実 施 例 １ の カ プ セ ル 型 超 音 波 診 断 装 置 １ は 、 微 弱 な エ コ ー 信 号 を 送 信 す る た め に
送 信 出 力 （ パ ワ ー ） を 大 き く す る 機 構 が 必 要 が な い の で 、 カ プ セ ル 本 体 ２ を 極 力 小 さ く す
る こ と が で き る 。 　
　 従 っ て 、 実 施 例 １ の カ プ セ ル 型 超 音 波 診 断 装 置 １ は 、 カ プ セ ル 本 体 ２ か ら の エ コ ー 信 号
を リ ア ル タ イ ム に 伝 送 す る こ と が で き 、 カ プ セ ル 本 体 ２ を 極 力 小 さ く す る こ と が で き る 。
【 実 施 例 ２ 】
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 図 ７ な い し 図 １ １ は 本 発 明 の 実 施 例 ２ に 係 わ り 、 図 ７ は 実 施 例 ２ の カ プ セ ル 型 超 音 波 診
断 装 置 を 示 す 全 体 構 成 図 、 図 ８ は 図 ７ の カ プ セ ル 側 送 受 信 部 の 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 、 図
９ は 図 ７ の 装 置 側 送 受 信 部 の 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 、 図 １ ０ は 図 ７ の 装 置 側 信 号 処 理 部 の
構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 、 図 １ １ は 図 ７ の カ プ セ ル 側 信 号 処 理 部 の 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で
あ る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 上 記 実 施 例 １ は ア ナ ロ グ 信 号 を 圧 縮 処 理 後 、 送 信 す る よ う に 構 成 し て い る が 、 実 施 例 ２
は ア ナ ロ グ 信 号 を 圧 縮 処 理 後 、 デ ジ タ ル 信 号 に 変 換 し て 送 信 す る よ う に 構 成 す る 。 そ れ 以
外 の 構 成 は 上 記 実 施 例 １ と ほ ぼ 同 様 な の で 、 同 じ 構 成 に は 同 じ 符 号 を 付 し て 説 明 を 省 略 す
る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 図 ７ に 示 す よ う に 本 発 明 の 実 施 例 ２ の カ プ セ ル 型 超 音 波 診 断 装 置 １ Ｂ は 、 カ プ セ ル 本 体
２ Ｂ と 、 体 外 に 設 け た 超 音 波 観 測 装 置 ３ Ｂ と を 有 し て 構 成 さ れ て い る 。 　
　 前 記 カ プ セ ル 本 体 ２ Ｂ は 、 患 者 の 口 腔 か ら 飲 み 込 ま れ る こ と に よ り 体 腔 内 に 送 り 込 ま れ
、 前 記 超 音 波 観 測 装 置 ３ Ｂ と 通 信 し て 体 腔 内 の 目 的 部 位 に お い て 超 音 波 を 送 受 波 し て 超 音
波 画 像 を 得 る よ う に 構 成 し て い る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 前 記 カ プ セ ル 本 体 ２ Ｂ は 、 前 記 超 音 波 部 １ １ と 、 カ プ セ ル 側 信 号 処 理 部 １ ２ Ｂ と 、 前 記
カ プ セ ル 内 電 源 部 １ ３ と 、 カ プ セ ル 側 制 御 部 １ ４ Ｂ と 、 カ プ セ ル 側 送 受 信 部 ６ １ と 、 前 記
カ プ セ ル 側 ア ン テ ナ １ ６ と を 有 し て 構 成 さ れ て い る 。 　
　 前 記 超 音 波 部 １ １ と 、 前 記 カ プ セ ル 内 電 源 部 １ ３ と 、 前 記 カ プ セ ル 側 ア ン テ ナ １ ６ と は
、 上 記 実 施 例 １ で 説 明 し た の と 同 様 な 構 成 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 前 記 カ プ セ ル 側 信 号 処 理 部 １ ２ Ｂ は 、 前 記 超 音 波 部 １ １ の 超 音 波 振 動 子 ２ １ か ら の 超 音
波 エ コ ー 信 号 を 信 号 処 理 し て 前 記 カ プ セ ル 側 制 御 部 １ ４ Ｂ へ 出 力 す る よ う に な っ て い る 。
尚 、 こ の カ プ セ ル 側 信 号 処 理 部 １ ２ Ｂ は 、 後 述 す る よ う に 超 音 波 エ コ ー 信 号 に 対 し て ア ナ
ロ グ 圧 縮 処 理 を 行 っ た 後 、 デ ジ タ ル 信 号 処 理 を 施 す よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 前 記 カ プ セ ル 側 制 御 部 １ ４ Ｂ は 、 上 記 実 施 例 １ で 説 明 し た の と 同 様 に 、 超 音 波 駆 動 信 号
を 出 力 し て 前 記 超 音 波 振 動 子 ２ １ を 駆 動 し 、 前 記 カ プ セ ル 側 信 号 処 理 部 １ ２ Ｂ を 介 し て 超
音 波 振 動 子 ２ １ か ら の 超 音 波 エ コ ー 信 号 を 読 み 出 す と 共 に 、 前 記 超 音 波 振 動 子 ２ １ の 送 受
波 タ イ ミ ン グ と 同 期 し て 駆 動 信 号 を 出 力 し て 前 記 回 転 駆 動 部 ２ ２ を 駆 動 す る よ う に な っ て
い る 。 こ れ に よ り 、 カ プ セ ル 本 体 ２ Ｂ は 、 上 記 実 施 例 １ と 同 様 に 長 手 中 心 軸 に 対 し て 垂 直
な 向 き の 超 音 波 断 層 画 像 を 得 る ラ ジ ア ル 走 査 が 行 わ れ る よ う に な っ て い る 。
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【 ０ ０ ５ ５ 】
　 前 記 カ プ セ ル 側 送 受 信 部 ６ １ は 、 前 記 カ プ セ ル 側 制 御 部 １ ４ Ｂ を 介 し て 前 記 カ プ セ ル 側
信 号 処 理 部 １ ２ Ｂ か ら の 画 像 信 号 等 の 信 号 を 変 調 し て 前 記 カ プ セ ル 側 ア ン テ ナ １ ６ か ら 電
波 と し て 発 信 す る か 又 は 、 こ の カ プ セ ル 側 ア ン テ ナ １ ６ か ら 受 信 し た 前 記 超 音 波 観 測 装 置
３ Ｂ か ら の 信 号 を 復 調 し て 前 記 カ プ セ ル 側 制 御 部 １ ４ Ｂ に 出 力 す る よ う に な っ て い る 。 尚
、 本 実 施 例 で は 、 後 述 す る よ う に Ｈ Ｆ （  High Frequency ） 帯 域 又 は Ｖ Ｈ Ｆ （  Very-High
 Frequency ） 帯 域 の 周 波 数 に よ り 静 止 画 像 通 信 を 行 う よ う に な っ て い る
　 一 方 、 前 記 超 音 波 観 測 装 置 ３ Ｂ は 、 前 記 装 置 側 ア ン テ ナ ３ １ と 、 装 置 側 送 受 信 部 ６ ２ と
、 装 置 側 信 号 処 理 部 ３ ３ Ｂ と 、 装 置 側 制 御 部 ３ ４ Ｂ と 、 前 記 画 像 処 理 部 ３ ５ と 、 前 記 モ ニ
タ ３ ６ と 、 前 記 操 作 入 力 部 ３ ７ と 、 前 記 装 置 内 電 源 部 ３ ８ と を 有 し て 構 成 さ れ て い る 。 　
　 前 記 装 置 側 ア ン テ ナ ３ １ と 、 前 記 画 像 処 理 部 ３ ５ と 、 前 記 モ ニ タ ３ ６ と 、 前 記 操 作 入 力
部 ３ ７ と 、 前 記 装 置 内 電 源 部 ３ ８ と は 、 上 記 実 施 例 １ で 説 明 し た の と 同 様 な 構 成 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 前 記 装 置 側 送 受 信 部 ６ ２ は 、 前 記 装 置 側 ア ン テ ナ ３ １ に よ り 受 信 し た 前 記 カ プ セ ル 本 体
２ Ｂ か ら の 電 波 の 搬 送 波 （ キ ャ リ ア 信 号 ） を 選 択 的 に 抽 出 し 、 検 波 等 し て 画 像 信 号 等 の 信
号 を 復 調 し て 前 記 装 置 側 信 号 処 理 部 ３ ３ Ｂ へ 出 力 す る か 又 は 、 前 記 装 置 側 制 御 部 ３ ４ Ｂ の
制 御 に よ り 前 記 装 置 側 信 号 処 理 部 ３ ３ Ｂ で 信 号 処 理 さ れ た 患 者 デ ー タ 等 を 変 調 し て 前 記 装
置 側 ア ン テ ナ ３ １ か ら 送 信 す る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 前 記 装 置 側 信 号 処 理 部 ３ ３ Ｂ は 、 前 記 装 置 側 送 受 信 部 ６ ２ か ら の 画 像 信 号 等 の 信 号 を 信
号 処 理 し て 前 記 装 置 側 制 御 部 ３ ４ Ｂ へ 出 力 す る か 又 は 、 前 記 装 置 側 制 御 部 ３ ４ Ｂ の 制 御 に
よ り 患 者 デ ー タ を 信 号 処 理 し て 前 記 装 置 側 送 受 信 部 ６ ２ に 出 力 す る よ う に な っ て い る 。 　
　 前 記 装 置 側 制 御 部 ３ ４ Ｂ は 、 前 記 操 作 入 力 部 ３ ７ か ら 入 力 さ れ る 操 作 情 報 に 基 づ き 、 前
記 画 像 処 理 部 ３ ５ を 制 御 し て 操 作 者 の 所 望 す る よ う な 画 像 処 理 を 施 す か 又 は 、 カ プ セ ル 本
体 ２ Ｂ へ 患 者 デ ー タ を 送 信 す る よ う な 制 御 を 行 う よ う に な っ て い る 。 ま た 、 装 置 側 制 御 部
３ ４ Ｂ は 、 上 記 実 施 例 １ と 同 様 に 圧 縮 さ れ た 超 音 波 エ コ ー 信 号 を 伸 張 処 理 す る よ う に な っ
て い る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 次 に 、 図 ８ を 参 照 し て カ プ セ ル 側 送 受 信 部 ６ １ の 構 成 を 説 明 す る 。 　
　 図 ８ に 示 す よ う に 前 記 カ プ セ ル 側 送 受 信 部 ６ １ は 、 規 格 化 処 理 部 ７ １ と 、 Ｐ ／ Ｓ ・ Ｓ ／
Ｐ 変 換 器 ７ ２ と 、 変 調 ・ 復 調 部 ７ ３ と 、 Ａ Ｇ Ｃ （  Auto Gain Contorol ） 回 路 ７ ４ と 、 ア
ン プ ７ ５ と を 有 し て 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 前 記 規 格 化 処 理 部 ７ １ は 、 信 号 を 例 え ば 汎 用 の 無 線 通 信 規 格 （ 例 え ば 、 Ｉ Ｅ Ｅ Ｅ ８ ０ ２
． １ １ （  Institute of Electronic and Electronics Engineers 802.11 ） ） に 基 づ く 通
信 信 号 に 変 換 す る か 、 又 は 通 信 信 号 を 元 の 信 号 に 戻 す よ う に な っ て い る 。 　
　 前 記 Ｐ ／ Ｓ ・ Ｓ ／ Ｐ 変 換 器 ７ ２ は 、 シ リ ア ル 信 号 を パ ラ レ ル 信 号 に 変 換 す る シ リ ア ル －
パ ラ レ ル 変 換 処 理 を 行 う か 又 は 、 パ ラ レ ル 信 号 を シ リ ア ル 信 号 に 変 換 す る パ ラ レ ル － シ リ
ア ル 変 換 処 理 を 行 う よ う に な っ て い る 。 尚 、 こ れ ら 規 格 化 処 理 部 ７ １ 及 び Ｐ ／ Ｓ ・ Ｓ ／ Ｐ
変 換 器 ７ ２ は 、 ベ ー ス バ ン ド Ｌ Ｓ Ｉ （  Large Scale IC ） ７ ６ に 搭 載 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 前 記 変 調 ・ 復 調 部 ７ ３ は 、 前 記 カ プ セ ル 側 制 御 部 １ ４ Ｂ を 介 し て 前 記 カ プ セ ル 側 信 号 処
理 部 １ ２ Ｂ か ら の デ ジ タ ル 信 号 に 対 し て Ａ Ｓ Ｋ （  Amplitude Shift Keying ） ， Ｆ Ｓ Ｋ （
 Frequency Shift Keying ） ， Ｐ Ｓ Ｋ （  Phase Shift Keying ） 等 の デ ジ タ ル 変 調 を 施 す
か 又 は 、 前 記 カ プ セ ル 側 ア ン テ ナ １ ６ に よ り 受 信 し た 前 記 超 音 波 観 測 装 置 ３ Ｂ か ら の 電 波
の 搬 送 波 （ キ ャ リ ア 信 号 ） を 選 択 的 に 抽 出 し 、 検 波 等 し て 画 像 信 号 等 の 信 号 を 復 調 す る よ
う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 ま た 、 前 記 変 調 ・ 復 調 部 ７ ３ は 、 前 記 装 置 側 信 号 処 理 部 ３ ３ Ｂ か ら の デ ジ タ ル 信 号 に 対
し て Ｈ Ｆ 帯 域 （ ３ Ｍ Ｈ ｚ ～ ３ ０ Ｍ Ｈ ｚ ） の 周 波 数 と な る よ う な 搬 送 波 （ キ ャ リ ア 信 号 ） を
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発 生 し て こ の 搬 送 波 （ キ ャ リ ア 信 号 ） に 前 記 デ ジ タ ル 信 号 を 加 算 す る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 こ れ に よ り 、 カ プ セ ル 本 体 ２ は 、 電 波 レ ベ ル の 減 衰 が 大 き い 人 体 で あ っ て も 、 数 十 ｃ ｍ
以 上 の 距 離 で デ ジ タ ル 信 号 を 伝 送 し て 静 止 画 像 通 信 （ VGAサ イ ズ 　 １ ｆ ／ ｓ ） を 行 う こ と
が で き る 。 又 は 、 略 １ ０ ｃ ｍ の 伝 送 距 離 で あ れ ば 、 Ｈ Ｆ 帯 域 で な く 、 Ｖ Ｈ Ｆ 帯 域 で あ っ て
も よ い 。 こ の 場 合 、 カ プ セ ル 本 体 ２ は 、 電 波 レ ベ ル の 減 衰 が 大 き い 人 体 で あ っ て も 、 略 １
０ ｃ ｍ の 距 離 で デ ジ タ ル 信 号 を 伝 送 し て 静 止 画 像 通 信 （ VGAサ イ ズ 　 ５ ｆ ／ ｓ ） を 行 う こ
と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 前 記 Ａ Ｇ Ｃ 回 路 ７ ４ は 、 前 記 カ プ セ ル 側 ア ン テ ナ １ ６ に よ り 受 信 し た 前 記 超 音 波 観 測 装
置 ３ Ｂ か ら の 信 号 に 対 し て ゲ イ ン 調 整 す る か 又 は 、 前 記 カ プ セ ル 側 信 号 処 理 部 １ ２ Ｂ か ら
の デ ジ タ ル 信 号 に 対 し て ゲ イ ン 調 整 す る よ う に な っ て い る 。 尚 、 こ れ ら 変 調 ・ 復 調 部 ７ ３
及 び Ａ Ｇ Ｃ 回 路 ７ ４ は 、 送 受 信 Ｌ Ｓ Ｉ ７ ７ に 搭 載 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 前 記 ア ン プ ７ ５ は 、 前 記 変 調 ・ 復 調 部 ７ ３ に よ り 変 調 さ れ た 信 号 に 対 し て パ ワ ー ア ン プ
と し て 電 力 増 幅 を 行 う か 又 は 、 前 記 カ プ セ ル 側 ア ン テ ナ １ ６ に よ り 受 信 し た 前 記 超 音 波 観
測 装 置 ３ Ｂ か ら の 電 波 に 対 し て 低 雑 音 増 幅 器 と し て 目 的 の 周 波 数 帯 を 効 率 良 く 増 幅 し て 搬
送 波 （ キ ャ リ ア 信 号 ） を 抽 出 す る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 次 に 、 図 ９ を 参 照 し て 装 置 側 送 受 信 部 ６ ２ に つ い て 説 明 す る 。 　
　 図 ９ に 示 す よ う に 前 記 装 置 側 送 受 信 部 ６ ２ は 、 前 記 カ プ セ ル 側 送 受 信 部 ６ １ と ほ ぼ 同 様
な 構 成 で あ り 、 規 格 化 処 理 部 ７ １ Ｂ と 、 Ｐ ／ Ｓ ・ Ｓ ／ Ｐ 変 換 器 ７ ２ Ｂ と 、 変 調 ・ 復 調 部 ７
３ Ｂ と 、 Ａ Ｇ Ｃ 回 路 ７ ４ Ｂ と 、 ア ン プ ７ ５ Ｂ と を 有 し て 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 前 記 規 格 化 処 理 部 ７ １ Ｂ 及 び 前 記 Ｐ ／ Ｓ ・ Ｓ ／ Ｐ 変 換 器 ７ ２ Ｂ は ベ ー ス バ ン ド Ｌ Ｓ Ｉ ７
６ Ｂ に 搭 載 さ れ 、 変 調 ・ 復 調 部 ７ ３ Ｂ 及 び Ａ Ｇ Ｃ 回 路 ７ ４ Ｂ は 送 受 信 Ｌ Ｓ Ｉ ７ ７ Ｂ に 搭 載
さ れ て い る 。 　
　 尚 、 前 記 変 調 ・ 復 調 部 ７ ３ Ｂ は 、 前 記 装 置 側 制 御 部 ３ ４ Ｂ を 介 し て 前 記 装 置 側 信 号 処 理
部 ３ ３ Ｂ か ら の デ ジ タ ル 信 号 に 対 し て 上 述 し た デ ジ タ ル 変 調 を 施 す か 又 は 、 前 記 装 置 側 ア
ン テ ナ ３ １ に よ り 受 信 し た 前 記 カ プ セ ル 本 体 ２ Ｂ か ら の 電 波 の 搬 送 波 （ キ ャ リ ア 信 号 ） を
選 択 的 に 抽 出 し 、 検 波 等 し て 画 像 信 号 等 の 信 号 を 復 調 す る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 ま た 、 前 記 Ａ Ｇ Ｃ 回 路 ７ ４ Ｂ は 、 前 記 装 置 側 ア ン テ ナ ３ １ に よ り 受 信 し た 前 記 カ プ セ ル
本 体 ２ Ｂ か ら の 信 号 に 対 し て ゲ イ ン 調 整 す る か 又 は 、 前 記 装 置 側 信 号 処 理 部 ３ ３ Ｂ か ら の
デ ジ タ ル 信 号 に 対 し て ゲ イ ン 調 整 す る よ う に な っ て い る 。 　
　 ま た 、 前 記 ア ン プ ７ ５ Ｂ は 、 前 記 変 調 ・ 復 調 部 ７ ３ に よ り 変 調 さ れ た 信 号 に 対 し て パ ワ
ー ア ン プ と し て 電 力 増 幅 を 行 う か 又 は 、 前 記 装 置 側 ア ン テ ナ ３ １ に よ り 受 信 し た 前 記 カ プ
セ ル 本 体 ２ Ｂ か ら の 電 波 に 対 し て 低 雑 音 増 幅 器 と し て 目 的 の 周 波 数 帯 （ Ｈ Ｆ 帯 域 又 は Ｖ Ｈ
Ｆ 帯 域 ） を 効 率 良 く 増 幅 し て 搬 送 波 （ キ ャ リ ア 信 号 ） を 抽 出 す る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 次 に 、 図 １ ０ を 参 照 し て 装 置 側 信 号 処 理 部 ３ ３ Ｂ の 構 成 を 説 明 す る 。 　
　 図 １ ０ に 示 す よ う に 装 置 側 信 号 処 理 部 ３ ３ Ｂ は 、 暗 号 処 理 部 ８ １ と 、 デ ー タ 圧 縮 ／ 解 凍
処 理 部 ８ ２ と 、 パ ラ メ ー タ 変 換 処 理 部 ８ ３ と を 有 し て 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 前 記 暗 号 処 理 部 ８ １ は 、 前 記 カ プ セ ル 本 体 ２ Ｂ に 送 信 す る 患 者 デ ー タ に 対 し て 暗 号 処 理
を 施 す か 又 は 、 前 記 カ プ セ ル 本 体 ２ Ｂ か ら 受 信 し た 暗 号 化 さ れ た 患 者 デ ー タ に 対 し て 暗 号
解 除 処 理 を 施 す よ う に な っ て い る 。 　
　 前 記 デ ー タ 圧 縮 ／ 解 凍 処 理 部 ８ ２ は 、 前 記 圧 縮 処 理 部 ５ ３ と は 異 な る 、 一 般 的 な 連 長 （
ラ ン ・ レ ン グ ス ） 符 号 化 法 、 ハ フ マ ン 符 号 化 法 、 ユ ニ バ ー サ ル 符 号 化 法 等 の 可 逆 圧 縮 ／ 解
凍 処 理 を 施 す よ う に な っ て い る 。 　
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　 前 記 パ ラ メ ー タ 変 換 処 理 部 ８ ３ は 、 画 像 信 号 等 の 信 号 を パ ラ メ ー タ 変 換 し て 重 み 付 け を
施 す 等 の 画 像 処 理 を 行 う よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 次 に 、 図 １ １ を 参 照 し て カ プ セ ル 側 信 号 処 理 部 １ ２ Ｂ の 構 成 を 説 明 す る 。 　
　 図 １ １ に 示 す よ う に カ プ セ ル 側 信 号 処 理 部 １ ２ Ｂ は 、 前 記 ア ン プ ５ １ と 、 前 記 フ ィ ル タ
５ ２ と 、 前 記 圧 縮 処 理 部 ５ ３ と 、 Ａ ／ Ｄ 変 換 器 ８ ４ と 、 暗 号 処 理 部 ８ １ Ｂ と 、 デ ー タ 圧 縮
／ 解 凍 処 理 部 ８ ２ Ｂ と 、 前 記 パ ラ メ ー タ 変 換 処 理 部 ８ ３ Ｂ 、 メ モ リ ８ ５ と を 有 し て 構 成 さ
れ て い る 。 　
　 前 記 ア ン プ ５ １ と 、 前 記 フ ィ ル タ ５ ２ と 、 前 記 圧 縮 処 理 部 ５ ３ と は 、 上 記 実 施 例 １ で 説
明 し た の と 同 様 な 構 成 で あ る 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 前 記 Ａ ／ Ｄ 変 換 器 ８ ４ は 、 前 記 圧 縮 処 理 部 ５ ３ か ら の ア ナ ロ グ 圧 縮 処 理 さ れ た 超 音 波 エ
コ ー 信 号 を デ ジ タ ル 信 号 に 変 換 す る よ う に な っ て い る 。 　
　 前 記 暗 号 処 理 部 ８ １ Ｂ は 、 前 記 超 音 波 観 測 装 置 ３ Ｂ に 送 信 す る 患 者 デ ー タ に 対 し て 暗 号
処 理 を 施 す か 又 は 、 前 記 超 音 波 観 測 装 置 ３ Ｂ か ら 受 信 し た 暗 号 化 さ れ た 患 者 デ ー タ に 対 し
て 暗 号 解 除 処 理 を 施 す よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 前 記 デ ー タ 圧 縮 ／ 解 凍 処 理 部 ８ ２ Ｂ は 、 前 記 圧 縮 処 理 部 ５ ３ と は 異 な る 、 一 般 的 な 連 長
（ ラ ン ・ レ ン グ ス ） 符 号 化 法 、 ハ フ マ ン 符 号 化 法 、 ユ ニ バ ー サ ル 符 号 化 法 等 の 可 逆 圧 縮 ／
解 凍 処 理 を 施 す よ う に な っ て い る 。 　
　 前 記 パ ラ メ ー タ 変 換 処 理 部 ８ ３ Ｂ は 、 画 像 信 号 等 の 信 号 を パ ラ メ ー タ 変 換 し て 重 み 付 け
を 施 す 等 の 画 像 処 理 を 行 う よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 前 記 メ モ リ ８ ５ は 、 前 記 パ ラ メ ー タ 変 換 処 理 部 ８ ３ Ｂ を 介 し て 画 像 信 号 等 の 信 号 を 一 時
的 に 記 憶 す る よ う に な っ て い る 。 尚 、 前 記 Ａ ／ Ｄ 変 換 器 ８ ４ と 、 前 記 暗 号 処 理 部 ８ １ Ｂ と
、 前 記 デ ー タ 圧 縮 ／ 解 凍 処 理 部 ８ ２ Ｂ と 、 前 記 パ ラ メ ー タ 変 換 処 理 部 ８ ３ Ｂ と 、 前 記 メ モ
リ ８ ５ と は 、 信 号 処 理 Ｌ Ｓ Ｉ ８ ６ に 搭 載 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 こ の よ う に 構 成 さ れ て い る カ プ セ ル 型 超 音 波 診 断 装 置 １ Ｂ は 、 超 音 波 観 測 が 行 わ れ る 。
　
　 先 ず 、 超 音 波 観 測 の 前 に 、 カ プ セ ル 本 体 ２ Ｂ に 患 者 デ ー タ を 送 信 す る 。 　
　 術 者 は 、 例 え ば 、 前 記 操 作 入 力 部 ３ ７ を 操 作 し て 患 者 デ ー タ を 超 音 波 観 測 装 置 ３ Ｂ に 入
力 す る 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
　 入 力 さ れ た 患 者 デ ー タ は 、 前 記 装 置 側 制 御 部 ３ ４ Ｂ か ら 取 り 込 ま れ 前 記 装 置 側 信 号 処 理
部 ３ ３ Ｂ に て 信 号 処 理 さ れ 、 前 記 装 置 側 送 受 信 部 ６ ２ に よ り 所 定 の 周 波 数 の 搬 送 波 （ キ ャ
リ ア 信 号 ） に よ り 変 調 さ れ 、 前 記 装 置 側 ア ン テ ナ ３ １ か ら 電 波 と し て 発 信 さ れ る 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
　 こ こ で 、 装 置 側 信 号 処 理 部 ３ ３ Ｂ は 、 前 記 パ ラ メ ー タ 変 換 処 理 部 ８ ３ に て 患 者 デ ー タ を
パ ラ メ ー タ 変 換 処 理 し て 画 像 信 号 に 重 み 付 け を 行 い 、 前 記 デ ー タ 圧 縮 ／ 解 凍 処 理 部 ８ ２ に
て 一 般 的 な 可 逆 圧 縮 処 理 を 施 し 、 前 記 暗 号 処 理 部 ８ １ に て 前 記 カ プ セ ル 本 体 ２ Ｂ に 送 信 す
る 患 者 デ ー タ に 対 し て 暗 号 処 理 を 施 す 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
　 ま た 、 装 置 側 送 受 信 部 ６ ２ は 、 前 記 規 格 化 処 理 部 ７ １ Ｂ に て 患 者 デ ー タ を 汎 用 の 無 線 通
信 規 格 に 基 づ く 通 信 信 号 に 変 換 し 、 前 記 Ｐ ／ Ｓ ・ Ｓ ／ Ｐ 変 換 器 ７ ２ Ｂ に て パ ラ レ ル － シ リ
ア ル 変 換 処 理 を 行 い 、 前 記 変 調 ・ 復 調 部 ７ ３ Ｂ に て デ ジ タ ル 変 調 を 施 し 、 前 記 Ａ Ｇ Ｃ 回 路
７ ４ Ｂ に て ゲ イ ン 調 整 し 、 前 記 ア ン プ ７ ５ Ｂ に て 電 力 増 幅 を 行 っ て 、 前 記 装 置 側 ア ン テ ナ
３ １ に 出 力 す る 。
【 ０ ０ ７ ８ 】
　 一 方 、 前 記 カ プ セ ル 本 体 ２ Ｂ は 、 前 記 超 音 波 観 測 装 置 ３ Ｂ か ら の 電 波 を 前 記 カ プ セ ル 側
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ア ン テ ナ １ ６ か ら 受 信 し て 前 記 カ プ セ ル 側 送 受 信 部 ６ １ に よ り 受 信 処 理 し 、 前 記 カ プ セ ル
側 制 御 部 １ ４ Ｂ の 制 御 に 基 づ き 、 前 記 カ プ セ ル 側 信 号 処 理 部 １ ２ Ｂ に て 信 号 処 理 し て 患 者
デ ー タ が 入 力 さ れ る 。
【 ０ ０ ７ ９ 】
　 こ こ で 、 カ プ セ ル 側 送 受 信 部 ６ １ は 、 前 記 カ プ セ ル 側 ア ン テ ナ １ ６ か ら 受 信 し た 信 号 に
対 し て 前 記 ア ン プ ７ ５ に て 目 的 の 周 波 数 帯 を 効 率 良 く 増 幅 し て 搬 送 波 （ キ ャ リ ア 信 号 ） を
抽 出 し 、 前 記 Ａ Ｇ Ｃ 回 路 ７ ４ に て ゲ イ ン 調 整 し 、 前 記 変 調 ・ 復 調 部 ７ ３ に て 復 調 し 、 前 記
Ｐ ／ Ｓ ・ Ｓ ／ Ｐ 変 換 器 ７ ２ に て シ リ ア ル － パ ラ レ ル 変 換 処 理 を 施 し 、 規 格 化 処 理 部 ７ １ に
て 通 信 信 号 を 元 の 信 号 に 戻 し て 前 記 カ プ セ ル 側 制 御 部 １ ４ Ｂ に 出 力 す る 。
【 ０ ０ ８ ０ 】
　 カ プ セ ル 側 制 御 部 １ ４ Ｂ は 、 前 記 カ プ セ ル 側 信 号 処 理 部 １ ２ Ｂ を 制 御 し て 超 音 波 観 測 装
置 ３ Ｂ か ら の 患 者 デ ー タ を 信 号 処 理 す る 。 　
　 前 記 カ プ セ ル 側 信 号 処 理 部 １ ２ Ｂ は 、 前 記 暗 号 処 理 部 ８ １ Ｂ に て 暗 号 解 除 処 理 を 施 し 、
前 記 デ ー タ 圧 縮 ／ 解 凍 処 理 部 ８ ２ Ｂ に て 解 凍 処 理 を 施 し 、 前 記 パ ラ メ ー タ 変 換 処 理 部 ８ ３
Ｂ を 介 し て 前 記 メ モ リ ８ ５ に 格 納 さ れ る 。
【 ０ ０ ８ １ 】
　 こ れ に よ り 、 カ プ セ ル 型 超 音 波 診 断 装 置 １ Ｂ は 、 超 音 波 観 測 装 置 ３ Ｂ か ら カ プ セ ル 本 体
２ Ｂ に 患 者 デ ー タ が 入 力 さ れ る 。 　
　 そ し て 、 カ プ セ ル 型 超 音 波 診 断 装 置 １ Ｂ は 、 被 験 者 に よ り カ プ セ ル 本 体 ２ Ｂ が 飲 み 込 ま
れ て 超 音 波 観 測 が 行 わ れ る 。
【 ０ ０ ８ ２ 】
　 前 記 カ プ セ ル 型 超 音 波 診 断 装 置 １ Ｂ は 、 体 腔 内 に お い て 前 記 カ プ セ ル 本 体 ２ Ｂ が カ プ セ
ル 内 電 源 部 １ ３ を 電 力 供 給 状 態 に す る と 、 超 音 波 観 測 を 開 始 す る 。 　
　 前 記 カ プ セ ル 本 体 ２ Ｂ は 、 前 記 カ プ セ ル 側 制 御 部 １ ４ Ｂ か ら 超 音 波 駆 動 信 号 を 出 力 さ れ
て 超 音 波 振 動 子 ２ １ を 駆 動 し 、 目 的 部 位 に 対 し て 超 音 波 パ ル ス を 送 受 波 す る 。
【 ０ ０ ８ ３ 】
　 と 同 時 に 、 カ プ セ ル 本 体 ２ Ｂ は 、 前 記 カ プ セ ル 側 制 御 部 １ ４ Ｂ か ら 駆 動 信 号 を 出 力 さ れ
て 超 音 波 部 １ １ の 回 転 駆 動 部 ２ ２ が 駆 動 し て 超 音 波 振 動 子 ２ １ を 回 転 駆 動 す る 。 　
　 こ れ に よ り 、 カ プ セ ル 本 体 ２ Ｂ は 、 超 音 波 振 動 子 ２ １ が 超 音 波 パ ル ス を 送 受 波 し て ラ ジ
ア ル 走 査 を 行 い 、 生 体 組 織 か ら の 超 音 波 エ コ ー 信 号 を 得 る 。
【 ０ ０ ８ ４ 】
　 こ の 超 音 波 エ コ ー 信 号 は 、 カ プ セ ル 側 信 号 処 理 部 １ ２ Ｂ に よ り 信 号 処 理 さ れ て カ プ セ ル
側 制 御 部 １ ４ Ｂ を 介 し て カ プ セ ル 側 送 受 信 部 ６ １ に よ り 所 定 の 周 波 数 （ Ｈ Ｆ 帯 域 又 は Ｖ Ｈ
Ｆ 帯 域 ） の 搬 送 波 （ キ ャ リ ア 信 号 ） に よ り 変 調 さ れ 、 前 記 カ プ セ ル 側 ア ン テ ナ １ ６ か ら 電
波 と し て 発 信 さ れ る 。
【 ０ ０ ８ ５ 】
　 こ こ で 、 カ プ セ ル 側 信 号 処 理 部 １ ２ Ｂ は 、 超 音 波 エ コ ー 信 号 に 対 し て 前 記 ア ン プ ５ １ に
よ り 増 幅 し 、 前 記 フ ィ ル タ ５ ２ に よ り 高 帯 域 の 周 波 数 信 号 を 除 去 し 、 前 記 圧 縮 処 理 部 ５ ３
に て 上 記 実 施 例 １ で 説 明 し た の と 同 様 な 対 数 圧 縮 処 理 を 行 う 。
【 ０ ０ ８ ６ 】
　 こ れ に よ り 、 カ プ セ ル 本 体 ２ Ｂ は 、 非 常 に 微 弱 な 信 号 が 含 ま れ る 超 音 波 エ コ ー 信 号 を 対
数 圧 縮 す る こ と に よ り 、 取 り こ ぼ す こ と な く ア ナ ロ グ 圧 縮 処 理 が 行 え 、 超 音 波 観 測 装 置 ３
Ｂ へ リ ア ル タ イ ム に 伝 送 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ８ ７ 】
　 そ し て 、 カ プ セ ル 側 信 号 処 理 部 １ ２ Ｂ は 、 ア ナ ロ グ 圧 縮 処 理 さ れ た 超 音 波 エ コ ー 信 号 に
対 し て 前 記 Ａ ／ Ｄ 変 換 器 ８ ４ に よ り ア ナ ロ グ 信 号 を デ ジ タ ル 信 号 に 変 換 す る 。 そ の 後 、 カ
プ セ ル 側 信 号 処 理 部 １ ２ Ｂ は 、 前 記 パ ラ メ ー タ 変 換 処 理 部 ８ ３ Ｂ に て 超 音 波 エ コ ー 信 号 を
パ ラ メ ー タ 変 換 処 理 し て 画 像 信 号 に 重 み 付 け を 行 い 、 前 記 デ ー タ 圧 縮 ／ 解 凍 処 理 部 ８ ２ Ｂ
に て 可 逆 圧 縮 処 理 し 、 前 記 暗 号 処 理 部 ８ １ Ｂ に て 暗 号 処 理 を 施 す 。
【 ０ ０ ８ ８ 】
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　 こ の と き 、 カ プ セ ル 側 信 号 処 理 部 １ ２ Ｂ は 、 前 記 前 記 パ ラ メ ー タ 変 換 処 理 部 ８ ３ Ｂ に て
超 音 波 エ コ ー 信 号 に 上 記 患 者 デ ー タ を 付 加 す る よ う に な っ て い る 。 　
　 こ れ に よ り 、 本 実 施 例 は 、 取 得 す る 超 音 波 エ コ ー 信 号 に 対 し て 患 者 デ ー タ の 取 り 違 え が
な く 、 正 確 に 処 理 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ８ ９ 】
　 カ プ セ ル 側 送 受 信 部 ６ １ は 、 前 記 規 格 化 処 理 部 ７ １ に て 暗 号 処 理 さ れ た 超 音 波 エ コ ー 信
号 に 対 し て 汎 用 の 無 線 通 信 規 格 に 基 づ く 通 信 信 号 に 変 換 し 、 前 記 Ｐ ／ Ｓ ・ Ｓ ／ Ｐ 変 換 器 ７
２ に て パ ラ レ ル － シ リ ア ル 変 換 処 理 を 行 い 、 前 記 変 調 ・ 復 調 部 ７ ３ に て デ ジ タ ル 変 調 を 施
し 、 前 記 Ａ Ｇ Ｃ 回 路 ７ ４ に て ゲ イ ン 調 整 し 、 前 記 ア ン プ ７ ５ に て 電 力 増 幅 を 行 っ て 、 カ プ
セ ル 側 ア ン テ ナ １ ６ に よ り 電 波 と し て 発 信 す る 。
【 ０ ０ ９ ０ 】
　 前 記 超 音 波 観 測 装 置 ３ Ｂ は 、 前 記 カ プ セ ル 本 体 ２ Ｂ か ら の 電 波 を 前 記 装 置 側 ア ン テ ナ ３
１ か ら 受 信 し て 前 記 装 置 側 送 受 信 部 ６ ２ に よ り 受 信 処 理 す る 。 　
　 こ こ で 、 装 置 側 送 受 信 部 ６ ２ は 、 前 記 装 置 側 ア ン テ ナ ３ １ か ら 受 信 し た 信 号 に 対 し て 前
記 ア ン プ ７ ５ Ｂ に て 目 的 の 周 波 数 帯 （ Ｈ Ｆ 帯 域 又 は Ｖ Ｈ Ｆ 帯 域 ） を 効 率 良 く 増 幅 し て 搬 送
波 （ キ ャ リ ア 信 号 ） を 抽 出 し 、 前 記 Ａ Ｇ Ｃ 回 路 ７ ４ Ｂ に て ゲ イ ン 調 整 し 、 前 記 変 調 ・ 復 調
部 ７ ３ Ｂ に て 復 調 し 、 前 記 Ｐ ／ Ｓ ・ Ｓ ／ Ｐ 変 換 器 ７ ２ Ｂ に て シ リ ア ル － パ ラ レ ル 変 換 処 理
を 施 し 、 規 格 化 処 理 部 ７ １ Ｂ に て 通 信 信 号 を 元 の 信 号 に 戻 す 。
【 ０ ０ ９ １ 】
　 そ し て 、 装 置 側 送 受 信 部 ６ ２ か ら の 信 号 は 、 前 記 装 置 側 信 号 処 理 部 ３ ３ Ｂ に よ り 信 号 処
理 さ れ る 。 　
　 前 記 装 置 側 信 号 処 理 部 ３ ３ Ｂ は 、 前 記 暗 号 処 理 部 ８ １ に て 暗 号 解 除 処 理 を 施 し 、 前 記 デ
ー タ 圧 縮 ／ 解 凍 処 理 部 ８ ２ に て 解 凍 処 理 を 施 し 、 前 記 パ ラ メ ー タ 変 換 処 理 部 ８ ３ を 介 し て
前 記 装 置 側 制 御 部 ３ ４ Ｂ に 出 力 す る 。
【 ０ ０ ９ ２ 】
　 前 記 装 置 側 制 御 部 ３ ４ Ｂ は 、 前 記 装 置 側 信 号 処 理 部 ３ ３ Ｂ に よ り 信 号 処 理 し た 信 号 を ア
ナ ロ グ 伸 張 処 理 し て 前 記 画 像 処 理 部 ３ ５ へ 出 力 す る 。 更 に 、 前 記 装 置 側 制 御 部 ３ ４ は 、 前
記 操 作 入 力 部 ３ ７ か ら 入 力 さ れ る 操 作 情 報 に 基 づ き 、 前 記 画 像 処 理 部 ３ ５ を 制 御 し て 操 作
者 の 所 望 す る よ う な 画 像 処 理 を 施 す 。
【 ０ ０ ９ ３ 】
　 前 記 画 像 処 理 部 ３ ５ は 、 前 記 装 置 側 制 御 部 ３ ４ Ｂ を 介 し て 入 力 さ れ る 画 像 信 号 を 画 像 処
理 し て 標 準 的 な 映 像 信 号 を 生 成 し 、 こ の 生 成 し た 映 像 信 号 を 前 記 モ ニ タ ３ ６ に 出 力 し て こ
の 表 示 画 面 に 前 記 カ プ セ ル 本 体 ２ Ｂ か ら の 超 音 波 画 像 を 表 示 さ せ る 。
【 ０ ０ ９ ４ 】
　 こ の 結 果 、 実 施 例 ２ の カ プ セ ル 型 超 音 波 診 断 装 置 １ Ｂ は 、 上 記 実 施 例 １ と 同 様 に 超 音 波
エ コ ー 信 号 を ア ナ ロ グ 信 号 の ま ま 圧 縮 処 理 し た 後 、 デ ジ タ ル 信 号 処 理 を 行 っ て カ プ セ ル 本
体 ２ Ｂ か ら の エ コ ー 信 号 を リ ア ル タ イ ム に 静 止 画 伝 送 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ９ ５ 】
　 ま た 、 実 施 例 ２ の カ プ セ ル 型 超 音 波 診 断 装 置 １ Ｂ は 、 予 め 患 者 デ ー タ を カ プ セ ル 本 体 ２
Ｂ に 入 力 で き る の で 、 取 得 す る 超 音 波 エ コ ー 信 号 に 対 し て 患 者 デ ー タ の 取 り 違 え な く 正 確
に 処 理 で き る 。 　
　 従 っ て 、 実 施 例 ２ の カ プ セ ル 型 超 音 波 診 断 装 置 １ Ｂ は 、 リ ア ル タ イ ム に 静 止 画 像 を 得 ら
れ 、 患 者 デ ー タ の 取 り 違 え な く 正 確 に 超 音 波 観 測 が で き る 。
【 ０ ０ ９ ６ 】
　 ま た 、 本 発 明 は 、 以 上 述 べ た 実 施 例 の み に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 発 明 の 要 旨 を 逸 脱
し な い 範 囲 で 種 々 変 形 実 施 可 能 で あ る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ９ ７ 】
　 本 発 明 の カ プ セ ル 型 超 音 波 診 断 装 置 は 、 カ プ セ ル 本 体 か ら の エ コ ー 信 号 を リ ア ル タ イ ム
に 伝 送 可 能 で 、 カ プ セ ル 本 体 を 極 力 小 さ く す る こ と を 可 能 と し た こ と に よ り 、 体 腔 内 の 超
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音 波 観 測 を 行 う 場 合 に 適 し て い る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ９ ８ 】
【 図 １ 】 実 施 例 １ の カ プ セ ル 型 超 音 波 診 断 装 置 を 示 す 全 体 構 成 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ の カ プ セ ル 側 送 信 部 の 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 １ の 装 置 側 受 信 部 の 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 １ の 装 置 側 信 号 処 理 部 の 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 １ の カ プ セ ル 側 信 号 処 理 部 の 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 図 ５ の カ プ セ ル 側 信 号 処 理 部 が 行 う 圧 縮 処 理 を 示 す グ ラ フ で あ る 。
【 図 ７ 】 実 施 例 ２ の カ プ セ ル 型 超 音 波 診 断 装 置 を 示 す 全 体 構 成 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 図 ７ の カ プ セ ル 側 送 受 信 部 の 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 図 ７ の 装 置 側 送 受 信 部 の 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 図 ７ の 装 置 側 信 号 処 理 部 の 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 図 ７ の カ プ セ ル 側 信 号 処 理 部 の 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ９ ９ 】
　 １ 　 カ プ セ ル 型 超 音 波 診 断 装 置
　 ２ 　 カ プ セ ル 本 体
　 ３ 　 超 音 波 観 測 装 置
　 １ １ 　 超 音 波 部
　 １ ２ 　 カ プ セ ル 側 信 号 処 理 部
　 １ ４ 　 カ プ セ ル 側 制 御 部
　 １ ５ 　 カ プ セ ル 側 送 信 部
　 １ ６ 　 カ プ セ ル 側 ア ン テ ナ
　 ２ １ 　 超 音 波 振 動 子
　 ２ ２ 　 回 転 駆 動 部
　 ３ １ 　 装 置 側 ア ン テ ナ
　 ３ ２ 　 装 置 側 受 信 部
　 ３ ３ 　 装 置 側 信 号 処 理 部
　 ３ ４ 　 装 置 側 制 御 部
　 ３ ５ 　 画 像 処 理 部
　 ３ ６ 　 モ ニ タ
　 ３ ７ 　 操 作 入 力 部
　 ５ ３ 　 圧 縮 処 理 部
　 代 理 人 　 　 弁 理 士 　 　 伊 藤 　 進
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】 【 図 ７ 】
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【 図 ８ 】 【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】 【 図 １ １ 】

(16) JP 2006-115935 A 2006.5.11



专利名称(译) 胶囊型超声诊断仪

公开(公告)号 JP2006115935A 公开(公告)日 2006-05-11

申请号 JP2004304627 申请日 2004-10-19

[标]申请(专利权)人(译) 奥林巴斯株式会社

申请(专利权)人(译) 奥林巴斯公司

[标]发明人 木内英明
宮本眞一

发明人 木内 英明
宮本 眞一

IPC分类号 A61B8/12 A61B5/07

FI分类号 A61B8/12 A61B5/07 A61B5/07.100

F-TERM分类号 4C038/CC03 4C038/CC06 4C038/CC09 4C601/BB14 4C601/BB24 4C601/EE07 4C601/EE12 4C601
/EE13 4C601/EE14 4C601/FE01 4C601/GB22 4C601/GD04 4C601/JB31 4C601/KK34 4C601/KK35 
4C601/LL13

代理人(译) 伊藤 进

外部链接 Espacenet

摘要(译)

要解决的问题：实现一种胶囊型超声诊断设备，其能够实时地从胶囊主
体发送回波信号并且能够使胶囊主体最小化。 胶囊型超声波诊断装置1
包括具有超声波换能器21的胶囊体2，超声波换能器21被送入体腔并发送
/接收超声波以从目标部位获得回波信号，并且，超声波观察装置3用于
处理从胶囊主体2通过无线通信获得的回波信号，以产生超声波图像。胶
囊主体2被配置为对由超声换能器21获得的回声信号进行模拟压缩处理并
将其无线传输到超声波观察装置3。更优选地，胶囊主体2被配置为在模
拟压缩处理之后将由超声换能器21获得的回波信号无线地发送到超声波
观察装置3。 点域1

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/65cbb396-8e16-4639-88a0-32f1a1db259c
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/036534383/publication/JP2006115935A?q=JP2006115935A

